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白
楊
ヶ
丘
同
窓
会
札
幌
支
部
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
日
頃
か
ら
同
窓
会
の
活
動

に
対
し
ま
し
て
、
一
方
な
ら
ぬ
ご

支
援
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
度
も
皆
様
方
の
お
陰
で

総
会
・
懇
親
会
を
開
催
で
き
る
運

び
に
な
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

既
に
ご
存
知
の
こ
と
と
は
思
い

ま
す
が
、
当
支
部
で
は
本
年
二
月

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、

母
校
の
状
況
や
同
窓
会
の
活
動
内

容
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
頂

き
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
同
窓

会
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
今

の
と
こ
ろ
ア
ク
セ
ス
数
が
少
な

く
、
今
後
の
周
知
の
仕
方
が
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
に

は
是
非
と
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
頂
き
、
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
母
校
で
は
昨
年
度
か

ら
普
通
科
四
ク
ラ
ス
、
理
数
科

一
ク
ラ
ス
に
再
編
成
さ
れ
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
同
窓
の
多
く
の
方
々
は

昔
と
比
べ
る
と
随
分
生
徒
数
が

減
っ
た
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
現
在
、
一
学
年
八

学
級
の
高
校
は
普
通
科
で
は
札

幌
の
東
西
南
北
だ
け
に
な
り
ま

し
た
。
以
前
、
私
は
道
教
委
で

高
校
再
編
に
関
わ
る
仕
事
を
し

て
お
り
ま
し
た
。
北
海
道
の
中

学
校
卒
業
者
数
を
み
る
と
、
昭

和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
年
）

が
ピ
ー
ク
で 

９
２
２
０
０
人
、

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
年
）

に
は 

６
７
２
０
０
人
、
さ
ら
に

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）
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▲函館中部高等学校 外観
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高 校 名 高 校 名

函館中部 明２８ 〃 網走南ケ丘 大１１ 北海道庁立網走中学校

〃３２ 昭２３ 北海道立網走高等学校

〃３４ 北海道庁立函館中学校 〃２５ 北海道網走南ケ丘高等学校

昭２３ 北海道立函館高等学校 八 雲 大１２ 北海道庁立八雲中学校

〃２５ 北海道函館中部高等学校 昭２３ 北海道立八雲高等学校

〃 札 幌 南 明２８ 〃２５

〃３８ 北海道庁立札幌中学校 〃 稚 内 大１２ 北海道庁立稚内中学校

大　４ 北海道庁立札幌第一中学校 〃 稚内町立実科高等女学校

昭２３ 北海道立札幌第一高等学校 昭１３ 北海道庁立稚内高等女学校

〃２５ 北海道札幌南高等学校 昭２３ 北海道立稚内高等学校

小樽潮陵 明３５ 北海道庁立小樽中学校 昭２５

昭２３ 北海道立小樽高等学校 〃 帯広柏葉 大１２ 北海道庁立帯広中学校

〃２５ 北海道小樽潮陵高等学校 昭２３ 北海道立帯広高等学校

旭 川 東 明３６ 北海道庁立上川中学校 昭２５ 北海道帯広柏葉高等学校

大　４ 北海道庁立旭川中学校 余 市 大１３

昭２３ 北海道立旭川高等学校 〃１４ 北海道庁立余市中学校

〃２５ 北海道旭川東高等学校 昭２３ 北海道立余市高等学校

札 幌 西 明４５ 北海道庁立第二中学校 〃２５

大　４ 北海道庁立札幌第二中学校 〃 留 萌 大１３

昭２３ 北海道立札幌第二高等学校 〃１４ 北海道庁立留萌中学校

〃２５ 北海道札幌西高等学校 昭２３ 北海道立留萌高等学校

岩見沢東 大　２ 北海道庁立岩見沢中学校 〃２５

昭２３ 北海道立岩見沢高等学校 苫小牧東 昭１２ 苫小牧町立苫小牧中学校

〃２５ 北海道岩見沢東高等学校 〃１６ 北海道庁立苫小牧中学校

〃 釧路湖陵 大　２ 北海道庁立釧路中学校 〃２３ 北海道立苫小牧高等学校

昭２３ 北海道立釧路高等学校 〃２５ 北海道苫小牧高等学校

〃２５ 北海道釧路湖陵高等学校 〃２８ 北海道苫小牧東高等学校

室 蘭 栄 大　６ 北海道庁立室蘭中学校 深 川 西 昭１３

昭２３ 北海道立室蘭高等学校 〃１６ 北海道庁立深川中学校

〃２５ 北海道室蘭栄高等学校 〃２３ 北海道立深川高等学校

倶 知 安 大１１ 北海道庁立倶知安中学校 〃２５

昭　２ 倶知安実科高等女学校 〃２８ 北海道深川西高等学校

〃２３ 北海道立倶知安高等学校 砂 川 南 昭１７

〃２５ 北海道倶知安高等学校 〃２１ 北海道庁立砂川中学校

〃 名 寄 大１１ 北海道庁立名寄中学校 〃２３ 北海道立砂川高等学校

昭２３ 北海道立名寄女子高等学校 〃２５ 北海道砂川南高等学校

昭２５ 紋 別 北 昭１８

〃 北見北斗 大１１ 北海道庁立野付牛中学校 〃２２ 北海道庁立紋別中学校

昭１７ 北海道庁立北見中学校 〃２３ 北海道立紋別高等学校

昭２３ 北海道立北見高等学校 〃２５

昭２５ 北海道北見北斗高等学校 〃４１ 北海道紋別北高等学校

北海道留萌高等学校

留萌町立留萌中学校

(別表)旧制中学校一覧

北海道名寄高等学校

北海道紋別高等学校

北海道紋別中学校

砂川町立砂川中学校

北海道深川高等学校

北海道北空知中学校

沿　 　革 沿　 　革

函館尋常中学校

函館中学校

北海道余市高等学校

余市町立余市中学校

北海道稚内高等学校

北海道八雲高等学校札幌尋常中学校

に
は 

５
１
６
０
０
人
、
そ

し
て
令
和
五
年
（
二
〇
二
三

年
）
に
は
ピ
ー
ク
時
の
四
十

五
％
に
相
当
す
る
４
１
２
０

０
人
に
ま
で
急
減
し
て
い
ま

す
。
生
徒
急
増
期
に
新
設
し

た
高
校
は
そ
の
役
割
を
終
え
、

地
方
の
高
校
は
存
続
し
て
い

く
こ
と
が
難
し
く
統
廃
合
が

進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
魅

力
あ
る
高
校
づ
く
り
に
も
携

わ
り
、
例
え
ば
、
単
位
制
高

校
、
総
合
学
科
、
中
高
一
貫

校
、
地
域
キ
ャ
ン
パ
ス
校
な

ど
様
々
な
観
点
か
ら
新
た
な

学
校
づ
く
り
を
し
ま
し
た
が
、

生
徒
急
減
期
の
中
で
は
限
界

が
あ
り
、
学
校
運
営
に
支
障

が
出
て
い
る
こ
と
は
事
実
で

す
。

　

別
表
に
戦
後
の
学
制
改
革
前

に
発
足
し
た
旧
制
中
学
校
の
歴

史
を
掲
載
し
ま
し
た
。
多
く
の

学
校
は
現
存
し
て
い
ま
す
が
学

校
規
模
は
ど
ん
ど
ん
小
さ
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
歴

史
と
伝
統
の
あ
る
旧
制
中
学
校

で
さ
え
統
廃
合
が
進
み
、
余
市

高
校
は
二
〇
一
〇
年
に
、
砂

川
南
高
校
は
二
〇
〇
四
年
に
、

紋
別
北
高
校
は
二
〇
〇
六
年

に
そ
れ
ぞ
れ
再
編
統
合
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
母
校

で
は
新
た
に
理
数
科
を
設
置
し

今
後
の
進
路
動
向
や
人
材
育
成

に
期
待
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
函
館
中
部
高
校
は
以
前

か
ら
国
や
道
か
ら
多
く
の
研
究

指
定
校
を
受
け
て
お
り
、
校
長

先
生
を
中
心
に
先
生
方
が
懸
命

に
頑
張
り
な
が
ら
人
材
育
成
に

励
ん
で
お
ら
れ
る
姿
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　

来
年
は
創
立
百
三
十
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
函
館
市
の

人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
私
立

八
校
、
市
立
一
校
、
さ
ら
に
高

専
が
存
在
し
て
お
り
、
い
か
に

生
徒
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
学
校

で
あ
る
か
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

（別表）旧制中学校一覧
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白
楊
ヶ
丘
同
窓
会
会
長
　
　
　
　

　
　
　
室
　
田
　
晴
　
康

（
第
七
五
期
・
昭
和
四
十
八
年
卒
）

「
創
立
百
三
十
周
年
に
向
け
て
」

　

白
楊
ヶ
丘
同
窓
会
札
幌
支
部

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
黒
田
支
部
長
を
は
じ
め
、

皆
様
方
の
素
晴
ら
し
い
同
窓
会

活
動
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
も
第
五
類
感
染
症
に
な
り
、

昨
年
よ
り
白
楊
ヶ
丘
同
窓
会
総

会
及
び
懇
親
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
長
年
、
五
島
軒
に
て
開

催
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
五

島
軒
の
諸
般
の
事
情
に
よ
り
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
は
一
か
ら
の

会
場
探
し
で
、
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ

▲五稜郭駅付近

ク
函
館
に
て
開
催
す
る
事
と
な

り
ま
し
た
。

　

来
年
開
催
さ
れ
ま
す
創
立

百
三
十
周
年
記
念
祝
賀
会
も
、

二
○
二
五
年
十
月
十
八
日
に
ベ

ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
函
館
に
て
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
現
代

に
即
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
で
、
ス

マ
ー
ト
な
協
賛
事
業
と
し
た
い

も
の
で
す
。
多
く
の
方
々
の
ご

出
席
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
後

日
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す

が
、
午
前
中
に
函
館
中
部
高
校

体
育
館
に
お
い
て
記
念
式
典
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
現
在
、
学

校
を
中
心
に
各
委
員
会
を
開
催

し
、
計
画
立
案
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。記
念
事
業
と
し
て
、

百
三
十
周
年
記
念
誌
の
発
行
、

学
校
教
育
環
境
整
備
の
実
施
、

長
年
に
わ
た
り
懸
案
で
あ
り
ま

し
た
中
部
高
校
内
資
料
室
の
整

理
を
行
い
、
在
校
生
は
も
と
よ

り
卒
業
生
に
も
い
つ
で
も
見
学

で
き
る
資
料
室
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
現
在
、
専
門
家

に
資
料
室
を
見
て
い
た
だ
き
、

百
三
十
年
の
連
綿
と
続
く
函
中

の
歴
史
と
伝
統
を
後
世
に
繋
い

で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。
現
在
、
資
料
室
は
空

き
教
室
に
貴
重
な
資
料
、
備
品

等
を
煩
雑
に
置
か
れ
て
い
る
状

態
で
す
。
創
立
百
三
十
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
に
整
備
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
白
楊
ヶ
丘
同
窓
会
の

皆
様
方
の
ご
協
力
な
く
し
て
出

来
う
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
私
も

周
年
事
業
に
は
百
周
年
の
時
か

ら
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
百

周
年
の
時
は
藤
岡
敏
彦
会
長

（
四
十
五
期
）
の
も
と
、
記
念

式
典
を
函
館
市
民
会
館
に
て

千
三
百
名
（
生
徒
千
五
十
名
）、

小
ホ
ー
ル
に
て
ビ
デ
オ
を
同
時

上
映
し
五
百
名
か
ら
の
参
加
者

の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
祝

賀
会
は
市
民
体
育
館
に
お
い
て

千
五
百
席
の
祝
賀
会
会
場
作
り

が
早
朝
よ
り
始
め
ら
れ
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
協
賛
関
係
事
業
と

し
て
は
、
白
楊
会
館
の
増
改
築

す
る
こ
と
で
あ
り
、
百
年
記
念

協
賛
事
業
の
「
目
玉
」
と
も
い

え
る
も
の
で
し
た
。

　

百
十
周
年
は
山
内
隆
陽
会
長

（
五
十
六
期
）
の
も
と
、
式
典

を
市
民
会
館
に
て
千
二
百
名
が

集
い
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
祝
賀

会
は
会
場
を
五
島
軒
に
移
し
、

六
百
名
か
ら
の
関
係
各
位
同
窓

生
参
加
の
も
と
、
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
百
二
十
周
年
は
石
井
直

樹
会
長
（
六
十
三
期
）の
も
と
、

諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
開
催
と
の
事
で
、
式
典

は
中
部
高
校
体
育
館
に
て
開
催

し
ま
し
た
。
祝
賀
会
は
五
島
軒

に
て
総
勢
五
百
五
十
名
参
加

の
も
と
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

百
三
十
周
年
は
通
過
点
に
過
ぎ

ず
、
私
た
ち
同
窓
生
の
母
校
へ

の
思
い
は
、
連
綿
と
受
け
継
が

れ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

明
治
二
十
八
年
四
月
一
日
、

中
等
普
通
教
育
を
司
る
北
海
道

最
初
の
公
立
の
尋
常
中
学
校
が

誕
生
、
明
治
三
十
二
年
中
学
校

令
の
改
正
に
よ
り
、
函
館
中
学



 白楊ヶ丘同窓会札幌支部 ｜ 4

　

白
楊
ヶ
丘
同
窓
会
札
幌
支

部
の
皆
様
に
は
、
お
変
わ
り

な
く
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
よ
り
、
当
東
京
支
部
へ

の
ご
支
援
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
札
幌
支
部
報
の

白
楊
ヶ
丘
同
窓
会
東
京
支
部
長

　
　
　
白
　
川
　
正
　
広

（
第
七
六
期
・
昭
和
四
十
九
年
卒
）

東
京
支
部
だ
よ
り

誌
面
を
お
借
り
し
て
、
東
京

支
部
の
昨
今
の
状
況
を
お
伝

え
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
し

て
、
四
月
二
十
三
日
（
火
）

に
「
評
議
員
会
」
が
例
年
の

形
式
で
開
催
さ
れ
、
一
年
間

校
と
改
称
、
明
治
三
十
四
年
に

北
海
道
立
函
館
中
学
校
と
な
り

ま
し
た
。

　

明
治
三
十
九
年
に
は
、
元
町

校
舎
か
ら
現
在
地
に
校
舎
を
新

築
移
転
。
大
正
二
年
函
館
中
学

校
同
窓
会
が
発
足
、
翌
年
創
立

二
十
周
年
を
挙
行
、
校
旗
制
定

と
校
歌
（
現
同
窓
会
歌
）選
定
。

昭
和
二
十
三
年
に
新
学
制
実
施

に
伴
い
、
北
海
道
立
函
館
高
等

学
校
と
改
称
。
昭
和
二
十
五
年

函
館
市
内
公
立
高
校
の
統
廃
合

に
伴
い
、
北
海
道
函
館
中
部
高

等
学
校
と
改
称
。
小
学
区
制
男

女
共
学
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
全
校
集
会
に

て
、
制
服
廃
止
に
伴
う
制
服
指

導
が
行
わ
れ
、
服
装
の
自
由
化

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
数
々
の
歴

史
を
た
ど
り
、
百
三
十
年
の
歳

月
が
流
れ
ま
し
た
。

の
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
は
、
秋
の
「
親

睦
大
会
」
を
例
に
と
る
と
、

会
場
を
密
に
す
る
こ
と
を
避

け
る
た
め
に
人
数
制
限
を
設

け
、
収
入
が
頭
打
ち
に
な
っ

た
こ
と
に
加
え
て
、
遠
隔
地

か
ら
リ
モ
ー
ト
で
参
加
さ
れ

る
方
を
見
込
ん
で
外
注
費
用

を
か
け
て
ｗ
ｅ
ｂ
配
信
を
併

用
し
た
こ
と
や
、
物
価
高
に

伴
う
会
場
費
用
の
値
上
が
り

な
ど
支
出
が
増
え
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
単
年
度
で
は
赤
字

の
決
算
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
た
だ
、
評
議
員
会
で

は
、
そ
の
点
で
は
な
く
、
将

来
に
わ
た
っ
て
こ
の
東
京
支

部
を
継
続
発
展
さ
せ
る
た
め

に
、
も
っ
と
積
極
的
に
経
費

を
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か

な
ど
の
前
向
き
な
ご
指
摘
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
ご
意
見
を
追
い
風
に

「
持
続
的
な
支
部
活
動
の
実

現
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
を
新
規
に
設
置
す

る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
そ
の
「
持
続
性
」
を

中
心
に
東
京
支
部
の
状
況
を

ご
報
告
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

例
年
の
と
お
り
、
今
年
三
月

に
高
校
を
卒
業
し
た
皆
さ
ん

や
大
学
在
学
中
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
「
新
人
歓
迎
会
」
を

七
月
七
日
（
日
）
に
開
催
し

ま
し
た
。
新
卒
者
十
二
名
の

お
申
込
み
に
加
え
て
、
六
八

期
ま
で
の
方
、
す
な
わ
ち
、

年
齢
層
で
は
、
十
八
歳
か
ら

八
十
歳
手
前
ま
で
の
方
々
、

総
勢
四
十
五
名
の
会
と
な
り

ま
し
た
。
会
場
は
東
京
な
ら

で
は
の
下
町
の
「
月
島
も
ん

じ
ゃ
街
」
の
お
店
を
貸
切
状

態
で
行
い
ま
し
た
。
未
成
年

の
方
も
参
加
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の

会
で
し
た
が
、
新
人
に
よ
る

「
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
な
ど
を

行
い
、
お
店
か
ら
注
意
を
受

け
る
ほ
ど
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

今
年
の
卒
業
生
に
は
例

年
の
よ
う
な
「
卒
業
生
名

簿
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前

か
ら
個
人
情
報
保
護
の
風
潮

に
よ
っ
て
、
函
館
の
ご
実
家

の
住
所
欄
を
公
開
し
た
く
な

い
生
徒
さ
ん
が
何
割
か
お
ら

れ
た
た
め
、
空
白
が
目
立
つ

名
簿
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

函
館
本
部
の
ご
判
断
で
今
回

か
ら
発
行
そ
の
も
の
を
廃
止

に
し
ま
し
た
。
毎
年
、
五
十

名
以
上
の
新
卒
者
が
関
東
の

大
学
な
ど
に
進
ん
で
き
ま
す

の
で
、
こ
の
「
卒
業
生
名
簿
」

を
頼
り
に
函
館
の
ご
実
家
に

「
東
京
白
楊
だ
よ
り
」
と
「
新

人
歓
迎
会
」
の
チ
ラ
シ
を
郵

送
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が

使
え
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

少
し
苦
労
し
ま
し
た
。
学
校

に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

な
ん
と
か
同
期
の
メ
ン
バ
ー

に
連
絡
を
広
げ
て
く
れ
そ
う

な
方
を
数
名
、
紹
介
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
今
回
の

十
二
名
の
お
申
込
み
と
い
う

こ
と
に
た
ど
り
つ
い
た
次
第

で
す
。
若
手
の
皆
さ
ん
は
最
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近
で
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
つ
な
が
っ
て

い
る
よ
う
な
の
で
、
む
し
ろ

紙
媒
体
の
「
卒
業
生
名
簿
」

よ
り
も
確
実
な
ル
ー
ト
な
の

で
し
ょ
う
ね
。

　

さ
て
、
東
京
支
部
の
最
大

の
行
事
は
、
百
名
を
超
え
る

会
員
が
集
う
、
秋
の
「
親
睦

大
会
」
で
す
。
今
年
は
、「
東

京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
」
に
て
、

十
一
月
二
日
（
土
）
十
三
時

か
ら
開
催
す
る
計
画
で
す
。

　

毎
回
、「
五
十
歳
に
な
っ
た

期
」
の
皆
様
に
幹
事
期
と
し
て

企
画
運
営
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。
三
十
歳
、
四
十
歳

の
頃
は
、
仕
事
や
子
育
て
が

大
変
で
、
同
窓
会
の
存
在
は

知
っ
て
い
て
も
行
事
参
加
が

難
し
い
方
々
が
五
十
歳
を
迎

え
て
、
大
会
幹
事
を
担
当
す

る
順
番
に
な
っ
た
こ
と
を
契

機
に
、
同
期
の
メ
ン
バ
ー
に

連
絡
を
取
り
合
い
集
ま
っ
て

も
ら
い
ま
す
。
こ
の
ご
縁
で
、

そ
の
先
、
六
十
歳
以
降
に
な
っ

て
も
同
期
の
方
と
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
幹
事
経

験
の
期
の
皆
さ
ん
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
れ
も

同
窓
会
の
大
事
な
役
割
だ
と

と
ら
え
て
お
り
ま
す
。
今
回
、

そ
の
幹
事
期
の
皆
様
と
コ
ン

タ
ク
ト
が
と
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
今
年
の

大
会
は
事
務
局
が
肩
代
わ
り

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

残
念
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な

チ
ャ
ン
ス
を
今
年
五
十
歳
に

な
る
皆
様
に
提
供
で
き
な
い

こ
と
で
す
。

　

世
の
中
の
変
化
と
と
も
に
、

同
窓
会
の
意
義
や
企
画
運
営

も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
く
も

の
で
す
。
諸
物
価
の
高
騰
や

郵
便
料
金
の
値
上
げ
も
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
る
と
一
定

の
取
捨
選
択
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
、
例
え
ば
、
毎
年
、

四
千
部
も
印
刷
し
郵
送
し
て

い
る
紙
媒
体
の
「
会
報
」
に

代
え
て
打
つ
べ
き
施
策
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ

う
な
こ
と
も
、
数
年
続
い
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
副
産
物
と
し
て
検
討
す

る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

同
窓
会
は
、
同
じ
函
館
の

地
で
青
春
時
代
を
過
ご
し
た

と
い
う
一
点
で
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
幅
広
い
年
代
の
方

の
集
ま
り
で
あ
り
、
今
後
も

継
続
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
新
卒
者
を
は
じ
め
若
い
同

窓
の
皆
様
が
参
加
し
や
す
い

も
の
で
あ
り
続
け
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
、
東
京
支
部
の
地

道
な
取
り
組
み
の
一
端
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
が
札
幌
支
部
を

は
じ
め
各
支
部
に
相
互
に
出

席
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
良

い
点
を
参
考
に
し
て
共
に
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し

て
、
学
校
の
近
況
等
に
つ
い
て

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
五
月
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
第
五
類
へ
の
移
行

か
ら
、
ほ
ぼ
制
限
の
な
い
通

常
の
教
育
活
動
が
戻
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
授
業
で
は
、

こ
れ
ま
で
制
限
さ
れ
て
い
た

対
話
中
心
の
ペ
ア
や
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
も
活
発
に
行
わ
れ
、

行
事
で
は
、五
月
に
快
晴
の
中
、

健
闘
光
る

函
中
部
活
動

四

　

黒
田
信
彦
支
部
長
様
を
は
じ

め
、
白
楊
ヶ
丘
同
窓
会
札
幌
支

部
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本

校
の
振
興
と
教
育
活
動
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私

は
、
昨
年
度
、
石
狩
管
内
江
別

市
の
大
麻
高
等
学
校
か
ら
赴
任

し
二
年
目
と
な
り
ま
す
校
長
の

清
水
信
彦
と
申
し
ま
す
。
私
自

身
、
本
校
卒
業
の
同
窓
会
の
一

員
で
す
の
で
、
母
校
に
赴
任
で

き
た
こ
と
に
た
い
へ
ん
嬉
し

く
、
ま
た
光
栄
に
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
道
内
有
数
の
歴
史
と

伝
統
を
誇
る
母
校
の
名
門
函
中

の
さ
ら
な
る
充
実
・
発
展
に
尽

の
訪
問
等
を
と
お
し
て
、
理
科

や
数
学
等
の
専
門
性
を
高
め
、

そ
の
専
門
性
を
将
来
に
わ
た
っ

て
追
究
し
よ
う
と
す
る
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
部

科
学
省
よ
り｢

ス
ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ

Ｈ
）｣

の
指
定
を
受
け
て
第
Ⅰ

期
最
終
の
五
年
目
を
迎
え
て
い

ま
す
。
普
通
科
・
理
数
科
共
に

全
校
生
徒
が
、
大
沼
の
自
然
環

境
調
査
、
課
題
研
究
の
発
表
、

ま
た
大
学
教
授
に
よ
る
講
演
会

や
研
究
施
設
を
訪
問
す
る
な

か
で
、
自
ら
が
問
い
を
立
て
、

そ
の
問
い
を
解
決
す
る
た
め

に
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
探
究

的
な
学
び
を
深
め
、
世
界
で

活
躍
で
き
る
科
学
系
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
三
月
に
卒
業
し
た
五
ク

ラ
ス
百
九
十
三
名
の
大
学
受
験

等
の
合
格
者
数
は
、
国
公
立
大

学
が
延
べ
百
三
十
九
名
、
私
立

大
学
・
短
大
延
べ
二
百
七
名
、

高
等
看
護
学
校
延
べ
六
名
、
専

修
学
校
一
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
国
公
立
大
学
の
現

役
合
格
数
が
卒
業
生
在
籍
数
の

約
七
十
二
％
と
い
う
昨
年
度
の

過
去
最
高
約
七
十
％
を
更
新
す

る
合
格
率
と
な
り
ま
し
た
。
内

訳
は
、
東
京
大
学
二
年
連
続
現

役
合
格
一
名
、
京
都
大
学
一
名
、

大
阪
大
学
一
名
、
東
北
大
学
五

名
、
北
海
道
大
学
十
四
名
、
医

学
部
医
学
科
五
名
を
は
じ
め
、

難
関
国
公
立
大
学
に
も
合
格
者

を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
私
立
大

学
に
お
い
て
も
、
早
稲
田
、
慶

応
、明
治
、法
政
、立
教
、中
央
、

青
山
学
院
な
ど
首
都
圏
の
大
学

に
多
数
の
合
格
者
を
出
し
て
お

り
、
生
徒
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
と
実
績
は
北
海
道
内
に
お
い

て
も
順
位
を
上
げ
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
全

昨
年
四
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
大

沼
で
の
耐
久
レ
ー
ス
・
春
季
遠

足
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

七
月
に
は
高
校
生
活
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
白
楊
祭
を
二
日

間
の
一
般
公
開
を
含
め
た
三
日

日
程
で
、
今
年
は
最
終
日
に
打

上
花
火
で
締
め
く
く
る
後
夜
祭

を
開
催
し
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。
通
常
を
取
り
戻

し
た
学
校
生
活
で
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
の
形
に
戻
す
だ
け
で

な
く
、
特
に
行
事
で
は
生
徒

が
主
体
的
に
創
意
工
夫
あ
る

新
た
な
企
画
・
運
営
す
る
形

で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

理
数
科
の
設
置
か
ら
三
年
目

と
な
り
、
普
通
科
四
ク
ラ
ス
、

理
数
科
一
ク
ラ
ス
の
五
ク
ラ
ス

編
成
の
完
成
年
度
を
迎
え
ま
し

た
。
理
数
科
で
は
、
科
学
的
事

象
に
興
味
を
も
ち
、
筑
波
宇
宙

セ
ン
タ
ー
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
研
究
施

設
や
本
郷
の
東
大
キ
ャ
ン
パ
ス

通
常
を
取
り
戻
し

た
教
育
活
動

一

理
数
科
設
置
三
年
目
・

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ

Ｈ
指
定
校
）
五
年
目

二

継
承
さ
れ
る
函
中
ス
ピ
リ
ッ
ト

　
『
白
楊
魂
』  

北
海
道
函
館
中
部
高
等
学
校
長

清
　
水
　
信
　
彦

令
和
五
年
度

（
二
〇
二
三
年
度
）

卒
業
生
の
進
路
状
況

三
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校
生
徒
の
加
入
率
が
全
日
制

約
九
十
％
、
定
時
制
約
五
十
％

の
中
、
全
日
制
が
陸
上
競
技

部
、
テ
ニ
ス
部
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
、
卓
球
部
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
、
剣
道
部
、
弓
道
部
、

囲
碁
・
将
棋
部
、
放
送
局
、

書
道
部
、
Ｌ
Ｍ
Ｃ
（
軽
音
楽

部
）、
水
泳
部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
、
定
時
制
も
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
、
卓
球
部
な
ど
昨
年

度
以
上
に
数
多
く
の
部
活
動

が
全
道
大
会
へ
の
出
場
を
果

た
し
、
そ
の
中
で
も
全
日
制

の
陸
上
競
技
部
、
放
送
局
、

書
道
部
、
科
学
部
に
つ
い
て

は
、
全
国
大
会
の
出
場
権
を

獲
得
す
る
活
躍
を
み
せ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　

上
記
の
他
に
も
、
英
語
教

育
の
取
り
組
み
と
し
て
海
外

六
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
短

期
留
学
制
度
や
、
昨
年
の
三

年
生
で
英
検
一
級
に
合
格
す

る
快
挙
を
成
し
遂
げ
る
な
ど

資
格
取
得
に
も
力
を
注
ぎ
、

ま
た
医
進
類
型
の
研
究
指
定

遠
　
藤
　
紳
　
一

（
第
七
五
期
・
昭
和
四
十
八
年
卒
）

回
想

中
部
高
校
の
思
い
出

一
　

七
十
五
期
、
昭
和
四
十
八
年

卒
業
の
遠
藤
で
す
。
卒
業
後
五

十
年
が
過
ぎ
、
記
憶
も
か
な
り

怪
し
い
。
久
し
ぶ
り
に
卒
業
ア

ル
バ
ム
を
開
き
眺
め
て
い
る

と
、
忘
れ
て
い
た
懐
か
し
い
時

代
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
良
い
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
年
の
全
校
マ
ラ
ソ
ン
、
た

ま
た
ま
三
位
に
入
り
、
陸
上
部

生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
顧
問

は
奥
平
先
生
、
普
段
の
練
習
は

生
徒
の
自
主
性
に
任
せ
て
い
た

と
思
い
ま
す
が
、
あ
る
時
、
千

代
台
競
技
場
の
ト
ラ
ッ
ク
を

走
っ
て
い
る
と
、
突
然
、
先
生

が
後
ろ
か
ら
現
れ
、「
遠
藤
、
も

う
少
し
、
腰
を
入
れ
て
走
れ
。」

と
ラ
ン
ニ
ン
グ
パ
ン
ツ
の
後
ろ

を
持
ち
上
げ
ら
れ
、
百
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
腰
を
押
さ
れ
ま
し
た
。

他
校
も
い
る
中
、
か
っ
こ
悪
い

の
な
ん
の
情
け
な
い
話
。
先
生

は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
小
柄

な
体
、
年
齢
も
そ
こ
そ
こ
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
私
の
腰
を
持

ち
上
げ
る
力
強
さ
、
ス
ト
ラ
イ

ド
の
長
さ
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
後
で
、
先
輩
に
聞
き
ま
し

た
が
、
先
生
は
、
箱
根
駅
伝
山

登
り
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
鳴
ら
し
た
よ
う
で
す
。

　

二
年
生
く
ら
い
だ
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
が
、
途
中
で
、

服
装
が
自
由
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
、
バ
ン
カ
ラ
な
気
風
が

い
く
ぶ
ん
残
っ
て
お
り
、
自
由
に

な
っ
て
か
ら
も
、
学
生
服
に
下

駄
と
い
っ
た
先
輩
も
お
ら
れ
ま

し
た
。
夏
で
も
裸
に
ガ
ク
ラ
ン

の
猛
者
（
変
人
？
）も
い
ま
し
た
。

事
業
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

医
学
部
を
目
指
す
生
徒
の
た

め
の
教
育
体
制
を
充
実
さ
せ

る
な
ど
進
化
し
続
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本

校
は
、
今
後
も
函
中
ス
ピ
リ
ッ

ト｢

白
楊
魂｣

で
創
り
上
げ

て
き
た
函
中
生
の
輝
か
し
い

伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
社
会

の
動
向
や
未
来
を
見
据
え
た

教
育
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
こ
の
変
化
の
激
し
い

時
代
に
求
め
ら
れ
て
い
る
「
次

代
を
創
造
す
る
人
材
」
を
育

む
生
徒
主
体
の
教
育
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
同
窓
生

の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
本

校
の
教
育
活
動
に
対
し
て
多

大
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
白
楊
ヶ

丘
同
窓
会
札
幌
支
部
の
皆
様

の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

汗
だ
く
の
桜
田
君
の
胸
を
思
い

出
す
と
、
あ
ま
酸
っ
ぱ
い
青
春

時
代
が
よ
み
が
え
る
よ
う
で
す
。

自
由
は
い
い
で
す
が
、
毎
日
服

を
変
え
る
の
は
確
か
に
面
倒
。

　

三
年
の
白
楊
祭
、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
が
終
わ
り
、
体
育
館
で

定
時
制
の
お
姉
さ
ん
に
囲
ま
れ

て
い
る
と
、「
お
い
遠
藤
、
も

う
遅
い
、
早
く
家
に
帰
れ
。」

と
壇
上
か
ら
大
き
な
声
、
見
上

げ
る
と
奥
平
先
生
、
し
ぶ
し
ぶ

帰
宅
し
ま
し
た
。
お
子
ち
ゃ
ま

の
帰
宅
後
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
に

あ
る
、
豊
岡
先
生
（
数
学
の
ベ

ロ
先
生
）
の
な
ま
め
か
し
い
踊

り
な
ど
の
余
興
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ろ
ん
な
意

味
で
、
あ
あ
残
念
。

　

ア
ル
バ
ム
に
は
、
仮
装
行
列

の
写
真
も
載
っ
て
ま
す
が
、
自

分
で
準
備
に
参
加
し
た
記
憶
が

あ
り
ま
せ
ん
。
多
分
、
ま
わ
り

が
汽
車
通
を
庇
い
、「
お
い
、

こ
れ
か
ぶ
れ
…
。」
と
衣
装
を

渡
し
て
く
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま

す
。

　

高
校
時
代
の
我
が
家
は
七
飯
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町
の
田
舎
、
自
宅
か
ら
駅
ま
で
四

キ
ロ
弱
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
市
電
に
乗

り
継
ぎ
、通
学
し
て
お
り
ま
し
た
。

携
帯
も
な
い
時
代
、よ
く
三
年
間
、

無
事
に
通
学
で
き
た
な
、
親
に

も
心
配
を
か
け
た
ん
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
家
が
松
前
、
八
雲

や
森
、
自
宅
か
ら
通
え
な
い
同

期
も
多
数
い
ま
し
た
の
で
、
私

な
ど
は
楽
な
ほ
う
、
い
い
先
生
、

先
輩
や
仲
間
に
恵
ま
れ
た
の
が
、

幸
い
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
九
月
、
酒
井
純
君
（
三

の
七　

支
部
幹
事
）
か
ら
、
室

田
君
（
同
窓
会
会
長
）
が
函
館

か
ら
来
て
、
支
部
総
会
に
出
席

す
る
と
の
連
絡
を
受
け
、
久
し

ぶ
り
に
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

室
田
君
と
は
、
十
年
前
、
函
館

で
の
同
窓
会
以
来
で
す
。
会
場

に
着
く
と
、
す
で
に
同
期
が
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。見
回
す
と
、

さ
す
が
に
、
我
々
も
年
を
取
っ

た
か
な
・
・
・
。
タ
バ
コ
で
も

吸
お
う
か
と
、
喫
煙
室
に
向
か

う
途
中
、
女
性
と
す
れ
違
い
、

背
中
か
ら
、「
遠
藤
君
。」
と
声

を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
振
り
返

る
と
、
同
期
の
山
田
照
美
（
三

の
六　

友
村
）さ
ん
。「
ご
め
ん
、

若
い
の
で
、
気
が
付
か
な
か
っ

た
。」
と
言
う
と
、「
う
ん
、
頑

張
っ
て
化
粧
し
て
来
た
か
ら
。」

と
、
明
る
い
笑
顔
。
今
回
の
会

で
は
、同
期
の
紅
一
点
で
し
た
。

　

同
窓
会
は
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
久
し
ぶ
り
の
開
催
。
以
前

の
会
で
は
、
先
輩
、
大
先
輩
が

多
数
参
加
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し

た
が
、
昨
年
は
、
同
期
が
八

人
、全
体
で
二
十
六
人
の
出
席
、

我
々
の
前
後
世
代
が
約
半
数
を

占
め
て
い
た
よ
う
で
す
。以
前
、

札
幌
で
同
期
会
を
や
っ
た
と
き

に
は
、
同
期
だ
け
で
も
か
な
り

の
人
数
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
の
で
、
昨
年
の
総
会
は
、

参
加
者
が
少
な
か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
久
し
ぶ
り
に
校
歌

を
歌
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
昔
に

戻
っ
た
の
か
、
大
き
な
声
が
会
場

に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
、
山
田
さ
ん
の
声
量
は
、
他

を
圧
倒
し
、
思
わ
ず
振
り
返
り

ま
し
た
。
さ
す
が
、合
唱
の
先
生
。

　

高
校
以
来
、
何
度
も
歌
っ
て

来
た
校
歌
で
す
が
、
あ
ら
た
め

て
眺
め
る
と
、
そ
の
構
想
力
、

対
比
の
妙
、
構
成
力
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。一
番
の
歌
詞
で
は
、

函
館
の
特
異
な
地
形
、
陸
繋
砂

州
の
太
古
か
ら
現
在
ま
で
の
形

成
過
程
、「
空
間
と
時
間
」
が

表
現
さ
れ
、
そ
の
中
に
、
フ
ラ

ン
ス
の
科
学
哲
学
者
、
バ
シ
ュ

ラ
ー
ル
の
四
元
素
（
火
、
土
、

風
、
水
）
全
て
が
見
事
に
ち
り

ば
め
ら
れ
、
最
後
に
、「
窮
み

無
し
流
転
の
姿
」
と
方
丈
記
の

無
常
観
（
日
本
文
学
の
王
道
） 

で
結
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
和
魂

洋
才
、
将
に
傑
作
、
素
晴
ら
し

い
校
歌
で
は
と
改
め
て
感
じ
入

り
ま
し
た
。同
窓
の
皆
様
に
は
、

何
を
い
ま
さ
ら
と
笑
わ
れ
そ
う

で
す
が
…
。

　

私
は
大
学
時
代
か
ら
関
西
、

多
数
の
同
期
と
は
長
ら
く
ご
無

沙
汰
で
し
た
。
一
九
九
○
年
、

ち
ょ
う
ど
三
十
五
歳
の
時
、
よ

う
や
く
札
幌
ま
で
戻
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
、

当
時
は
バ
ブ
ル
の
絶
頂
、
そ
の

後
、日
本
経
済
の
低
迷
が
続
き
、

今
で
は
失
わ
れ
た
三
十
五
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
に
戻
れ
た
こ
と
は
、
本

当
に
幸
運
で
し
た
。
十
年
ほ
ど

前
、
ち
ょ
う
ど
六
十
歳
定
年
の

年
、函
館
で
の
同
窓
会
に
参
加
。

そ
の
時
は
、
東
京
な
ど
、
遠
方

か
ら
も
多
数
の
同
期
が
参
加
し

て
お
り
ま
し
た
。
前
日
、
菅
原

君
（
三
の
二
）
の
会
社
を
訪
問

し
た
と
こ
ろ
、「
当
日
は
、
五

島
軒
に
同
期
が
集
ま
り
準
備
す

る
の
で
、
時
間
が
あ
れ
ば
、
手

伝
っ
た
ら
…
。」
と
告
げ
ら
れ
、

飛
び
入
り
で
準
備
に
参
加
し
ま

し
た
。
後
に
も
先
に
も
、
行
事

の
段
取
り
を
手
伝
っ
た
の
は
、

こ
の
時
く
ら
い
だ
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
同
窓
会
後
、
場

所
を
移
し
て
同
期
会
が
開
催
さ

れ
、
そ
の
時
、
酒
井
君
が
、「
み

同
窓
会
に
つ
い
て

二

校
歌
に
つ
い
て

三

こ
の
場
を
借
り
て

御
礼

四

ん
な
、
今
回
の
会
は
室
田
君
が

い
ろ
い
ろ
段
取
り
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
、
室
田
君
に
は
感

謝
を
忘
れ
な
い
で
…
。」
と
、

挨
拶
し
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り

ま
す
。
後
日
、
室
田
君
か
ら
、

同
期
会
の
写
真
が
届
き
ま
し

た
。
室
田
君
に
は
本
当
に
足
を

向
け
て
は
寝
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

そ
う
い
え
ば
、
酒
井
君
も

支
部
の
幹
事
を
し
て
長
い
、

も
う
何
十
年
に
な
る
の
だ
ろ

う
か
。
以
前
に
は
会
計
士
協

会
の
会
長
も
し
て
い
て
、「
な

ん
で
も
受
け
て
、
い
ろ
い
ろ

大
変
じ
ゃ
な
い
の
…
。」
と
聞

く
と
、「
い
や
、
大
丈
夫
だ
。

そ
れ
し
か
能
が
な
い
。」
と
の

返
答
。
多
数
の
秀
才
が
集
ま

る
中
部
で
一
番
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
る
逸
材
で
す
が
、
自

分
は
努
力
の
人
と
、
い
た
っ

て
謙
虚
、
全
く
、
余
人
に
は

代
え
が
た
い
と
頭
が
下
が
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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本
音
を
書
き
ま
す
。
依
頼
原

稿
二
千
字
は
長
い
で
す
。
公
立

高
校
に
勤
務
し
て
い
た
頃
、
毎

年
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
」
な
ど
発

行
し
て
い
ま
し
た
が
、
長
け
れ

ば
長
い
ほ
ど
誰
も
読
ま
な
い
の

が
、
例
え
ば
「
校
長
挨
拶
」
で

す
。
な
の
で
、「
※
写
真
を
添

付
さ
れ
て
も
結
構
で
す
」
と
の

但
し
書
き
に
甘
え
て
、
約
半
分

▲��「昭和50年（高３）秋の大沼バス遠足」（左から２人目
　 が佐賀です）

の
千
字
程
度
に
圧
縮
し
、
写
真

を
何
枚
か
載
せ
て
も
ら
お
う
と

目
論
み
ま
し
た
。

　

去
年
の
秋
、
高
一
の
夏
か
ら

高
三
ま
で
住
ん
で
い
た
築
五
十

年
の
実
家
を
売
却
し
ま
し
た
。

自
分
が
住
ん
で
い
た
の
は
三
年

に
満
た
な
い
の
で
す
が
、
祖
父

母
と
両
親
が
暮
ら
し
た
実
家
に

詰
め
込
ま
れ
て
い
た
家
財
道

具
・
食
器
類
・
寝
具
・
衣
料
・

書
籍
な
ど
の
片
付
け
作
業
は
丸

三
日
間
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
五
台

を
要
し
て
終
了
し
ま
し
た
。
ど

う
し
て
も
捨
て
ら
れ
な
い
モ
ノ

の
ひ
と
つ
は
、
写
真
・
ア
ル
バ

ム
で
す
ね
。
札
幌
の
自
宅
に
運

び
込
ん
だ
昭
和
の
初
め
頃
か
ら

の
写
真
・
ア
ル
バ
ム
の
中
か
ら
、

自
分
が
函
館
中
部
高
校
に
通
学

し
て
い
た
頃
の
写
真
を
探
し
ま

し
た
。
こ
れ
が
な
か
な
か
見
つ

か
ら
な
い
。
あ
き
ら
め
か
け
た

時
、昭
和
四
十
九
年
成
人
の
日
、

函
館
市
か
ら
の
記
念
品
ア
ル
バ

ム
を
見
つ
け
ま
し
た
。
ア
ル
バ

ム
に
あ
っ
た
の
は
、
高
校
三
年

秋
の
遠
足
時
の
写
真
な
ど
の
ほ

か
に
、
茶
色
に
変
色
し
た
「
国

語
科
学
習
指
導
案
」
と
い
う
題

目
の
手
書
き
の
プ
リ
ン
ト
が
、

当
時
の
ザ
ラ
紙
の
ま
ま
残
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

①�

授
業
実
施
日
時
　
昭
和

五
十
五
年
（
一
九
八
〇

年
）
六
月
二
十
日
金
曜

日
二
校
時

②�

実
施
ク
ラ
ス
二
年
四
組

（
担
任
十
倉
畃
）

③�
単
元
「
項
王
の
最
期
」
司

馬
遷
『
史
記
』

　

こ
れ
は
、
自
分
が
二
松
學
舍

大
学
四
年
次
に
母
校
の
函
館
中

部
高
校
で
教
育
実
習
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
時
の
研
究
授
業
指

導
案
で
し
た
。
当
時
の
こ
と
だ

か
ら
、
手
書
き
は
当
然
と
し
て

も
、
誤
字
が
複
数
（
教
→
学
・

最
後
→
最
期
）
あ
っ
て
、
単
位

不
認
定
に
な
り
そ
う
な
恥
ず
か

し
い
モ
ノ
で
す
。
当
時
の
教
育

実
習
は
二
週
間
、
父
の
ホ
ン
ダ

ラ
イ
フ
排
気
量
三
百
六
十
cc
を

借
り
て
実
家
か
ら
学
校
へ
通

い
、
旧
校
舎
東
側
に
あ
っ
た
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
横
に
駐
車
さ
せ
て

も
ら
っ
て
ま
し
た
。
そ
の
年
、

各
教
科
あ
わ
せ
て
二
十
名
ほ
ど

の
実
習
生
が
い
た
中
、
国
語
科

の
実
習
生
三
名
は
、
昭
和
五
十

一
年
三
月
卒
業
の
七
十
八
期
で

し
た
。
ア
ル
バ
ム
に
は
、
Ｋ
さ

ん
と
Ｔ
君
の
指
導
案
も
保
存
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
Ｋ
さ
ん
は
現

代
国
語
、
志
賀
直
哉
「
城
の
崎

に
て
」指
導
教
諭
田
中
勉
先
生
。

Ｔ
君
が
古
文
『
更
級
日
記
』
の

「
三
河
の
旅
」、
指
導
教
諭
石
原

団
三
先
生
。
で
、自
分
が
漢
文
、

指
導
教
諭
十
倉
畃
先
生
。
令
和

二
年
版
の
同
窓
会
名
簿
を
見
た

と
こ
ろ
、
Ｋ
さ
ん
は
す
で
に
物

故
者
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

研
究
授
業
の
翌
日
、
五
稜
郭
の

居
酒
屋
二
階
で
国
語
科
の
教
育

実
習
打
ち
上
げ
の
席
を
設
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
も
昔
も

国
語
科
の
先
生
た
ち
は
酒
豪
揃

い
、
席
上
か
な
り
気
合
い
を
入

れ
て
頂
い
た
記
憶
が
、
今
も
あ

り
ま
す
。
ま
さ
に
、
四
面
楚
歌

で
し
た
。

佐
　
賀
　
敦
　
司

（
第
七
八
期
・
昭
和
五
十
一
年
卒
）

回
想

▲��「昭和55年教育実習の国語科学習指導案」
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拝
啓
、
Ｇ
Ｉ
Ｔ
先
生

回
想

  

後
　
藤
　
史
　
彦

　（
第
一
一
二
期
・
平
成
二
十
二
年
卒
）

　

私
は
、
数
学
が
嫌
い
だ
。
い

や
、
嫌
い
と
い
う
表
現
は
適

切
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

と
に
か
く
、
あ
の
数
式
の
羅

列
を
見
た
だ
け
で
、
脳
が
思

考
を
拒
否
す
る
の
だ
。
小
学

校
一
年
の
足
し
算
で
躓
い
た
。

七
＋
四
が
十
三
に
な
ら
な
い

理
屈
が
ど
う
し
て
も
理
解
で

き
な
か
っ
た
の
だ
。
だ
っ
て
、

七
と
四
な
ん
だ
か
ら
、
十
三
っ

ぽ
い
取
り
合
わ
せ
じ
ゃ
な
い

か
。
な
ぜ
そ
れ
が
十
三
に
な
ら

な
い
の
か
。
ま
っ
た
く
、
理
解

に
苦
し
む
。
そ
う
い
う
体
た

ら
く
だ
か
ら
、
高
校
入
試
（
数

学
は
六
十
点
満
点
の
三
十
点

だ
っ
た
）
で
中
部
高
校
に
受

か
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
奇
跡
と

し
か
い
い
よ
う
が
な
か
っ
た
。

も
と
よ
り
、
奇
跡
は
そ
う
頻

繁
に
起
こ
る
も
の
で
は
な
い
。

小
学
一
年
生
の
算
数
す
ら
お

ぼ
つ
か
な
い
人
間
が
、
高
校

数
学
の
授
業
に
つ
い
て
い
け

る
道
理
は
な
い
の
だ
。
入
学

後
の
数
学
の
試
験
結
果
は
惨

憺
た
る
出
来
で
、
私
は
追
試

験
の
常
連
と
な
っ
た
。

　

高
校
一
年
の
数
学
の
教
科

担
任
は
、
同
級
生
た
ち
か
ら

Ｇ
Ｉ
Ｔ
と
綽
名
さ
れ
て
い
た
。

Ｇ
Ｉ
Ｔ
先
生
は
、
一
学
期
が
始

ま
っ
て
早
々
に
私
を
落
ち
こ

ぼ
れ
認
定
し
、
か
わ
い
そ
う

な
も
の
を
見
る
ま
な
ざ
し
を

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
我
々

の
学
年
で
は
、
数
学
の
中
間

試
験
や
期
末
試
験
は
、
二
百

点
満
点
で
概
ね
八
十
点
未
満

だ
と
、
赤
点
で
追
試
の
対
象

と
な
っ
た
。
追
試
は
、
百
点
満

点
で
六
十
点
を
取
る
と
合
格

で
、
六
十
点
取
れ
な
け
れ
ば
、

追
々
試
、
さ
ら
に
は
追
々
々

試
が
待
っ
て
い
る
。
一
回
目
の

追
試
で
は
、
対
象
者
は
数
十

人
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
く
、

そ
こ
ま
で
特
別
な
イ
ベ
ン
ト

で
は
な
い
。
し
か
し
、追
々
試
、

追
々
々
試
、
追
々
々
々
試
と
回

を
重
ね
る
ご
と
に
、
選
り
抜
か

れ
た
歴
戦
の
戦
士
が
残
っ
て

い
く
。
か
わ
い
そ
う
な
も
の
を

見
る
ま
な
ざ
し
を
く
れ
て
い

た
Ｇ
Ｉ
Ｔ
先
生
の
目
が
、
徐
々

に
、
諦
め
の
境
地
へ
と
変
わ
っ

て
い
く
の
を
感
じ
る
。
追
試

の
翌
日
、
数
学
の
授
業
の
冒

頭
、
受
験
者
の
名
が
呼
ば
れ
、

判
決
が
宣
告
さ
れ
る
。「
Ａ
谷

…
セ
ー
フ
！
」
五
十
音
順
に
、

セ
ー
フ
が
幾
人
か
続
く
。「
Ｓ

上
…
セ
ー
フ
！
」

　

お
や
お
や
Ｇ
Ｉ
Ｔ
先
生
。
こ

れ
五
十
音
順
で
す
よ
ね
。
後
藤

を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
教
室
の
、
私
の
後
ろ
の
方

か
ら
は
、
何
を
察
し
た
の
か
、

同
情
と
も
嘲
笑
と
も
つ
か
な

い
吐
息
が
漏
れ
る
。
ひ
と
し

き
り
セ
ー
フ
判
決
を
宣
告
し

た
の
ち
、
Ｇ
Ｉ
Ｔ
先
生
は
こ
ち

ら
に
向
き
直
り
、
手
元
の
答

案
を
一
瞥
し
、
眉
間
に
し
わ
を

寄
せ
た
と
思
い
き
や
、
今
度

は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
し
た
笑
み
を

浮
か
べ
、
ウ
ン
ウ
ン
と
頷
き
、

そ
し
て
私
の
名
を
呼
ぶ
。「
後

藤
！
…　

…　

…
ア
ウ
ト
！
」

ア
ウ
ト
の
ト
を
発
音
し
た
と

き
の
、
Ｇ
Ｉ
Ｔ
先
生
の
丸
く

す
ぼ
ま
っ
た
口
先
が
、
実
に

小
憎
た
ら
し
い
。

　

後
期
の
中
間
試
験
の
と
き

だ
っ
た
だ
ろ
う
か
、
何
回
目
か

の
追
試
に
落
ち
、
ラ
ス
ト
三
人

く
ら
い
に
ま
で
絞
り
込
ま
れ

た
こ
ろ
、
Ｇ
Ｉ
Ｔ
先
生
は
廊
下

で
私
を
呼
び
止
め
、
こ
う
言
っ

た
。「
後
藤
、
お
前
は
な
ぜ
そ

こ
ま
で
数
学
が
で
き
な
い
の

か
。
頭
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い

だ
ろ
う
に
。
お
前
、
ひ
ょ
っ
と

し
て
俺
の
こ
と
が
嫌
い
か
？
」

冗
談
め
か
し
て
言
う
Ｇ
Ｉ
Ｔ

先
生
か
ら
は
、
か
す
か
だ
が

本
気
で
そ
う
疑
っ
て
い
る
よ

う
な
気
配
も
感
じ
ら
れ
た
。

　

当
時
の
私
は
、
授
業
中
に

指
名
さ
れ
る
た
び
に
立
ち
往

生
し
て
Ｇ
Ｉ
Ｔ
先
生
を
困
ら

せ
て
い
た
。
私
に
と
っ
て
も
、

彼
の
数
学
の
授
業
は
、
憂
鬱

の
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
し

か
し
今
に
し
て
思
え
ば
、
当

時
の
私
は
な
ん
だ
か
ん
だ
言

い
つ
つ
も
彼
の
授
業
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

Ｇ
Ｉ
Ｔ
先
生
は
、
数
学
を
あ

る
種
の
ア
ー
ト
と
し
て
考
え

て
い
た
節
が
あ
っ
た
。
あ
る

日
、
彼
は
黒
板
に
問
題
を
示

し
、（
優
秀
な
）
同
級
生
を
指

名
し
て
そ
の
問
題
を
解
か
せ

た
。
で
き
あ
が
っ
た
解
答
を

眺
め
た
Ｇ
Ｉ
Ｔ
先
生
は
、「
フ

ム
。
間
違
っ
て
は
…
い
な
い

な
」と
言
っ
た
。
し
か
し
彼
は
、

一
瞬
不
満
げ
な
表
情
を
見
せ

た
と
思
い
き
や
、
今
度
は
ニ

ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
、「
お
前
、

こ
の
解
き
方
は
セ
ン
ス
が
な

い
ぞ
」
と
続
け
た
。
そ
し
て

彼
は
、「
い
い
か
お
前
ら
、
数

学
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
ぞ
」

と
言
っ
て
、
別
の
解
法
を
示

し
た
。
別
解
を
黒
板
に
書
き
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２０２３年度　収支計算書

白楊ヶ丘同窓会札幌支部	 自　2023年4月 1日
	 至　2024年3月31日

収　入　の　部
科　　目 金　　額 摘　　要

前 年 度 繰 越 金 1,524,848
年 会 費 160,000 @2,000円 80名
終 身 会 費 0 @10,000円 0名　@15,000円 0名　@20,000 0名
総 会 懇 親 会 費 130,000 @5,000円 26名　@3,000円 0名　@1,000円 0名
寄 附 金 収 入 201,000 44名
雑 収 入 20,000 総会祝儀等
預 金 利 息 5 郵便貯金
当 期 収 入 合 計 511,005
収 入 合 計 2,035,853

支　出　の　部
科　　目 金　　額 摘　　要

総 会 懇 親 会 費 140,000 会場関係費
講 演 会 費 0 講師旅費・宿泊費・謝礼
印 刷 費 260,348 白楊ヶ丘札幌、総会通知、年会費払込票等印刷費
ホームページ作成費 440,671
通 信 費 124,238 総会通知、支部報、発送費等
旅 費 交 通 費 45,000 本部・他支部総会参加旅費、その他交通費
会 議 費 77,550 役員・幹事会費
事 務 費 1,934 文具・消耗品費
振 替 手 数 料 27,170 郵便振替手数料
雑 費 20,080 本部・他支部祝儀・その他雑支出
当 期 支 出 合 計 1,136,991
下 期 繰 越 金 898,862 内訳財産目録のとおり
支 出 合 計 2,035,853

財　産　目　録
種　　類 金　　額 摘　　要

現 金 2,766
振 替 口 座 145,186
郵 便 貯 金 750,910
合 計 898,862

な
が
ら
、
Ｇ
Ｉ
Ｔ
先
生
は
、「
ど

う
だ
、美
し
い
だ
ろ
う
」
と
か
、

「
お
前
ら
、
こ
の
素
晴
ら
し
さ

が
わ
か
る
か
」
な
ど
、
そ
れ

は
そ
れ
は
楽
し
そ
う
に
お
話

し
に
な
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
私
に
は
、
問

題
の
解
法
と
い
う
意
味
で
は
、

彼
が
何
を
し
て
い
る
の
か
理

解
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

公
式
や
ら
定
理
や
ら
を
駆
使

し
て
論
証
し
、
最
初
の
ゴ
チ
ャ

ゴ
チ
ャ
と
し
た
数
式
を
解
き

ほ
ぐ
し
て
キ
レ
イ
に
し
て
い

く
過
程
を
嬉
々
と
し
て
語
る

彼
の
様
子
を
見
て
い
る
だ
け

で
、
そ
の
楽
し
さ
は
想
像
で

き
た
。
難
解
な
数
式
を
、明
瞭
・

明
快
に
整
理
し
説
明
し
て
い

く
そ
の
営
み
自
体
に
、
彼
は

喜
び
を
見
出
し
て
い
た
の
だ
。

よ
り
簡
潔
で
、
よ
り
結
論
に

ま
っ
す
ぐ
に
向
か
う
説
明
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、「
美
し
い
」

解
き
方
な
の
だ
。

　

今
、
私
は
弁
護
士
を
し
て

い
る
。
弁
護
士
の
仕
事
の
一

つ
に
、
依
頼
者
の
主
張
を
整

理
し
て
書
面
を
作
成
す
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

弁
護
士
が
書
く
書
面
は
、
簡
潔

で
あ
り
か
つ
流
れ
る
水
の
よ
う

に
淀
み
の
な
い
論
理
展
開
で
あ

る
こ
と
が
尊
ば
れ
る
。
ひ
と
し

き
り
書
面
を
書
き
あ
げ
た
ら
、

私
は
、
論
理
に
飛
躍
や
不
明
瞭

さ
が
な
い
か
を
点
検
し
、
よ
り

簡
潔
で
分
か
り
や
す
い
説
明
が

で
き
な
い
か
を
検
討
す
る
。
そ

し
て
、
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
と
入
り

交
じ
っ
た
諸
々
の
主
張
の
す
べ

て
が
、
結
論
に
一
直
線
に
向

か
っ
て
い
る
明
瞭
な
書
面
を
書

け
た
日
に
は
、
我
な
が
ら
い
い

も
の
が
書
け
た
と
、
一
人
ニ
ヤ

ニ
ヤ
す
る
の
だ
。

　

そ
ん
な
と
き
私
は
、
数
式

を
愛
お
し
む
よ
う
に
し
て
説

明
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｔ
先
生
の
こ
と

を
思
い
出
す
。
こ
の
解
き
方
が

美
し
い
と
嬉
々
と
し
て
語
っ

て
い
た
彼
と
、
今
の
私
。
考

え
て
い
る
こ
と
は
、
た
ぶ
ん

似
て
い
る
。

　

卒
業
し
て
数
年
後
、
Ｇ
Ｉ
Ｔ

先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

と
聞
い
た
。
年
末
ま
で
教
壇
に

お
立
ち
に
な
り
、
年
明
け
早
々

に
旅
立
た
れ
た
そ
う
だ
。
あ
れ

だ
け
数
学
を
愛
し
て
お
ら
れ
た

Ｇ
Ｉ
Ｔ
先
生
の
こ
と
だ
。
人
生

最
後
の
瞬
間
ま
で
数
学
教
師

で
あ
る
こ
と
を
望
み
、
そ
れ
を

喜
び
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
一
つ

の
仕
事
に
そ
れ
だ
け
の
情
熱
を

持
ち
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
、
尊

敬
の
念
を
覚
え
る
。

　

拝
啓
、
Ｇ
Ｉ
Ｔ
先
生
。
そ

の
節
は
、
進
級
で
き
な
い
と
か

行
け
る
大
学
が
な
い
と
か
社

会
で
生
き
て
い
け
な
い
と
か
、

ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

私
に
数
学
を
解
す
る
能
力
が

な
い
ば
か
り
に
、
あ
な
た
が

伝
え
よ
う
と
し
た
こ
と
を
理

解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
残

念
で
す
。
そ
れ
で
も
、
最
近

に
な
っ
て
、
あ
な
た
が
考
え
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
か
け
て

き
ま
し
た
。
あ
な
た
ほ
ど
の

情
熱
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
私
も
、
論
理
の
美

し
さ
を
求
め
、
時
に
ニ
ヤ
ニ
ヤ

し
な
が
ら
、
働
い
て
い
ま
す
。

極
め
て
不
出
来
な
生
徒
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
あ
な
た
か
ら

数
学
を
教
わ
っ
た
あ
の
時
間

は
価
値
の
あ
る
も
の
だ
っ
た

と
、
今
に
な
っ
て
思
い
ま
す
。
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今
年
は
、
函
館
が
名
探
偵
コ
ナ
ン

の
映
画
の
舞
台
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、
多
く
の
観
光
客
が
函
館
を
訪

れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
街
中
も
名

探
偵
コ
ナ
ン
と
コ
ラ
ボ
し
た
デ
ザ
イ

ン
や
商
品
も
多
く
、
街
全
体
が
盛
り

上
が
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
映
画
を

観
た
人
か
ら
も
、
函
館
に
つ
い
て
の

コ
メ
ン
ト
を
多
く
聞
き
、
自
分
自
身

が
函
館
を
故
郷
と
し
て
い
る
こ
と
を

誇
ら
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

次
年
度
は
母
校
・
函
館
中
部
高
校

が
百
三
十
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
母

校
の
伝
統
と
時
代
の
要
求
に
応
じ
た

変
化
で
あ
る
「
不
易
と
流
行
」
を
実

感
し
ま
す
。
一
学
年
の
生
徒
数
は
減

少
傾
向
で
し
ょ
う
が
、
一
方
で
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
活
躍
の
場
が
増
え

た
り
、
先
生
方
の
き
め
細
か
な
指
導

を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
高

校
生
が
大
学
進
学
、
そ
し
て
社
会

に
出
た
時
に
支
え
る
役
割
と
し
て
同

窓
会
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る

日
々
で
す
。
引
き
続
き
、
同
窓
会
活

動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
一
〇
四
期　

中
村
大
輔
）

函
館
中
部
高
等
学
校
校
歌

　

作
詞　

函
館
中
部
高
等
学
校
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
　

藤　

原　

直　

樹

　

作
曲　

函
館
中
部
高
等
学
校
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
　

酒　

井　

武　

雄

一
、
火
柱
の
は
た
め
く
峰
も

　
　

年
古
り
て
緑
の
臥
牛

　
　

宇
賀
の
浦
風
の
砂
山

　
　

波
よ
せ
て
く
ず
れ
流
る
る

　
　

見
よ
や
物
な
べ
て
う
つ
ろ
ふ

　
　

窮
み
な
し
流
転
の
相

二
、
北
の
国
雪
深
け
れ
ど

　
　

そ
の
底
に
は
草
は
芽
ぐ
め
り

　
　

野
山
荒
れ
鳥
潜
め
ど
も

　
　

や
が
て
来
ん
春
の
光
に

　
　

万
象
の
蘇
る
見
よ

　
　

こ
こ
に
あ
り
不
滅
の
生
命

三
、
白
楊
の
さ
や
め
く
丘
辺

　
　

秋
深
き
梢
仰
げ
ば

　
　

冴
え
渡
る
銀
河
の
彼
方

　
　

幽
け
く
ぞ
星
雲
燃
ゆ
る

　
　

胸
に
満
つ
久
遠
の
思
ひ

　
　

遙
か
な
り
真
理
の
彼
岸

四
、
限
り
な
き
流
転
の
中
に

　
　

生
命
あ
り
不
壊
の
学
び
舎

　
　

聞
け
や
今
窓
の
外
遠
く

　
　

新
潮
の
入
り
く
る
ひ
び
き

　
　

よ
し
さ
ら
ば
若
人
わ
れ
ら

　
　

踏
ま
ん
か
な
希
望
の
門
途

函
館
中
学
校
校
歌（

同
窓
会
歌
）

　

作
詞　

第
二
高
等
学
校
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

土　

井　

晩　

翠

　

作
曲　

東
京
音
楽
学
校
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

野　

貞　

一

一
、
玄
冥
の
北
の
一
道

　
　

関
門
の
岸
に
臨
み
て

　
　

青
春
の
薫
に
し
る
く

　
　

基
お
く
育
英
の
場

二
、
集
い
寄
る
千
余
の
子
弟

　
　

人
生
の
花
の
綻
び

　
　

身
を
鍛
へ
心
を
練
り
て

　
　

向
上
の
一
路
を
辿
る

三
、
宇
賀
の
浦
万
頃
の
水

　
　

駒
が
岳
千
仞
の
山

　
　

微
を
積
み
て
高
き
に
至
り

　
　

滴
よ
り
空
を
も
ひ
た
す

四
、
形
あ
る
無
言
の
教

　
　

仰
げ
我
が
紅
顔
の
子
等

　
　

業
成
ら
ば
双
の
方
の
上

　
　

興
国
の
運
も
負
へ
か
し

五
、
母
校
の
名
子
弟
の
誉

　
　

花
と
香
と
常
に
伴
ふ

　
　

任
重
く
道
の
遠
き
を

　
　

嗚
呼
健
児
勉
め
ざ
ら
め
や

編

集

後

記

白楊ヶ丘同窓会札幌支部　第41回定期総会・懇親会

講演会 「 函館中部高校で学んだこと 」

平成14年　函館中部高等学校卒業
平成18年　北海道教育大学札幌校教員養成課程卒業
平成18年　私立札幌光星中学校・高等学校　勤務開始（現在教員18年目）

令和６年８月３０日（金）午後６時／ネストホテル札幌駅前

講演者 中村　大輔 氏（第104期）

（主 な 経 歴 ）

（現在の役割） 校
　
内

・地歴・公民科　教員（主に世界史，政治・経済を担当）
・進路・学習指導部　副部長 、高校３年　学年主任
・バドミントン部　顧問

校
　
外

・北海道高等学校政治・経済研究会　事務局次長
・札幌地区バドミントン協会　審判委員
・（資格）日本バドミントン協会公認審判員１級
・（資格）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者コーチ３（バドミントン）


